
「チーム学校」を理解するために 実践編 その③では、実践編その②で
作成したアセスメントについて、例を用いて解説し、支援策をご一緒に考え
たいと思います。

1



今回は、BPSモデルの枠組みを活用し、アセスメントを行いました。
概要編でも説明しましたが、BPSモデルは、身体・健康面などをみる生物

学的観点、心理学的観点、社会・環境面をみる社会的観点の３つの観点の情
報を集めること、そして、それぞれの相互作用に着目することが大切とされ
ています。

３つの観点には重なりの部分も多くあり、また複雑に関連しています。ア
セスメントを基に支援課題や支援策を考えていくことになりますが、課題の
多様さと複雑さを理解することが大切です。
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アセスメントの一部を例を挙げて説明します。
A太は、学習面で能力的には問題がないが、得意不得意が明確、約束を守ら

ないと許せない、暗黙のルールが分からない、抽象的なことを理解したり、
想像することが苦手、耳からの情報が理解しずらい、言葉通りに受け取る、1

対1で対応すると落ち着くなどの特徴があることが分かりました。
家庭環境についてみてみると母との関係は良好であると思われるため、こ

れらの特徴は、家庭環境からの影響ではないと予測されます。ここから生物
学的特徴として発達障害の可能性が考えられます。
しかし、その特徴は大きな問題となるほどではなかったため、教員や部活

動の顧問は、気にかけることはできなかったと予想されます。
また、A太は一部の友人とは良好な関係をつくることができていますが、現

在は、クラスの環境が影響し、心理的には辛い状況であることも想像できま
す。

以上のことを踏まえてアセスメントを見直してみます。
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それぞれの観点の相互作用から考えると、A太の能力的な課題であると捉え

られていた特徴は、発達障害の可能性という生物学的観点から捉えなおすこ
とができます。
このように捉えなおすことで、この課題については、本人の努力のみでは

改善が難しいということも見えてきます。

介入のポイントとして、本人の変容を促すソーシャルスキルトレーニング
などを行うことも考えられますが、この観点に影響を与えている他の観点へ
の変容を促し、課題の改善を目指す方法もあります。

A太のできていることに着目し、安心して過ごせる環境を整えることも考え
られますし、今までA太の課題に気がつかなかった担任や部活活動の顧問に理
解を促し、かかわり方を工夫してもらうことも出来ます。
それぞれの観点は相互に作用していますので、一つに起こった変化は他の

観点にも影響していきます。

BPSモデルを活用することで、A太を多面的な視点で捉え、様々な観点から
介入ポイントを検討することができます。
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支援策の策定例です。
今回のケース会議にA太本人は参加していません。そのため会議の参加者は、

自分たちのアセスメントをA太本人ともう一度一緒に見直し、そこから具体的
な対応策をA太本人の合意のもと、作り出したいと思いました。

そうして考えた支援策を例として提示します。参考に見ておいてください。
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ケース会議では図のプロセス1から3までを行うことになります。

プロセス１の段階から多職種が関わることが有効です。多職種でアセスメ
ントすることにより、BPSモデルを活用したときのように、共有される情報
は質や量が高まり、多面的な視点で介入方法が検討されるため支援方法も多
様になります。

支援策を共有したら、「誰がどの役割を担うか」、までを話し合ってケー
ス会議は終了です。アセスメントで終了ではないことに留意します。

この教材では扱いませんが、チーム支援のプロセスとしてプロセス4「チー
ム支援の実践」とプロセス５「点検・評価に基づくチーム支援の終結・継
続」の段階があります。
支援の結果を見直し、支援策の修正が必要であれば再度ケース会議を持つ

こともあります。
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まとめです。

チームで対応することで、児童生徒の心理面のみならず、学習面、社会面、
健康面、進路面、家庭面から総合的に理解することができ、指導や支援にお
いてもより豊かな対応ができるようになります。
また、学校だけで対応できない問題がある場合は、そこに関係機関が加わ

り、チームを形成していくこともできます。児童生徒の抱える問題が複雑で
多岐にわたっているだけに、チームで関わることは重要です。

ケース会議では、情報共有が短時間で一堂にできることはもちろんですが、
児童生徒を複眼的に見ることで気づきも多く、さらに合意形成に至るまでに
意見交換するプロセスでチーム力が高まります。
それは、児童生徒への指導・支援の効果にあらわれます。

ケース会議は最初からうまくいく必要はなく、回を重ねることにスムーズ
に進行するようになるはずです。
学校の中には、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど

の支援の専門職がいます。積極的に活用することで、教育の視点だけではな
く、心理面・生活面でアセスメントを深めることもできますし、支援策の策
定の幅も広がります。学校だけではたちいかない課題について、地域の関係
機関との連携調整を促す助けになってもらえます。

7



最後に、学校にはいろいろな児童生徒がいて、いろいろな課題があり、ま
た学校それぞれの事情や家庭や地域との関係性があります。
事例のようにはなかなか進まないのが現実ですが、ひとつひとつ積み上げる
ことでそれぞれの「チーム学校」は構築されていきます。
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講義の視聴お疲れ様でした。引用文献・参考文献はスライドの通りで配布
資料にものせています。
この教材は2023年度スクールリーダー向けオンデマンド公開講座用に作成し、
終了後に一部修正し、解説した内容の解説文（ノート原稿）及び研修資料と
ともに、愛知教育大学教職キャリアセンターのホームページにアップしたも
のです。
校内研修などにご活用ください。
現在は2024年の公開講座に向けて、実践編の続編を作成しています。
また、この教材は愛知教育大学の学部学生用にも作成しています。ご意見

ご感想など、いただけますと幸いです。よろしくお願いいたします。
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